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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定筒と、
　前記固定筒に対して回転可能に支持されたカム環と、
　前記カム環の回転により前記固定筒に設けられた案内部に案内されて光軸方向に進退可
能な直進筒と、を備え、
　前記直進筒が前記光軸方向で進退することによって撮影可能状態と非撮影状態との間で
遷移可能に構成されたレンズ鏡筒であって、
　片端近傍を前記カム環に回動可能に支持され、前記カム環の回転に応じて光軸とのなす
角度が変化する回動部材と、
　前記カム環が前記回動部材を支持する部位に設けられ、前記レンズ鏡筒が前記撮影可能
状態にあるときに、前記回動部材を回動させる力を与える第１付勢手段と、を有し、
　前記撮影可能状態では、前記直進筒と前記回動部材とが第１当接部で当接すると共に前
記カム環と前記回動部材とが第２当接部で当接し、前記第１当接部と前記第２当接部の間
の前記光軸方向の距離よりも前記回動部材における前記第１当接部と前記第２当接部の間
の距離の方が長いことを特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項２】
　前記回動部材を前記光軸と直交する面内へ投影した際に、前記回動部材は、前記撮影可
能状態にあるときには前記レンズ鏡筒の光路に入り込まない位置に配置され、前記レンズ
鏡筒が前記非撮影状態にあるときには前記撮影可能状態において配置される位置よりも前
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記光軸に近付いた位置に配置される特徴とする請求項１に記載のレンズ鏡筒。
【請求項３】
　前記回動部材を前記光軸と平行な方向に押し付けるように前記回動部材をその回動方向
に付勢する第２付勢手段を備えることを特徴とする請求項１又は２に記載のレンズ鏡筒。
【請求項４】
　前記撮影可能状態では、前記固定筒に設けられた案内部と前記直進筒とが前記光軸と直
交する面で当接し、前記固定筒と前記カム環とが前記光軸と直交する面で当接することを
特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のレンズ鏡筒。
【請求項５】
　前記撮影可能状態において前記カム環を前記固定筒へ押し付けて前記カム環を前記固定
筒へ当接させる第３付勢手段を有することを特徴とする請求項４に記載のレンズ鏡筒。
【請求項６】
　固定筒と、
　前記固定筒に対して回転可能に支持されたカム環と、
　前記カム環の回転により前記固定筒に設けられた案内部に案内されて光軸方向に進退可
能な直進筒と、を備え、
　前記直進筒が前記光軸方向で進退することによって撮影可能状態と非撮影状態との間で
遷移可能に構成されたレンズ鏡筒であって、
　片端近傍を前記直進筒に回動可能に支持された回動部材と、
　前記カム環に設けられ、前記撮影可能状態において前記回動部材と接触して前記回動部
材に回動させる力を与える第１付勢手段と、を有し、
　前記撮影可能状態では、前記直進筒と前記回動部材とが第１当接部で当接すると共に前
記カム環と前記回動部材とが第２当接部で当接し、前記第１当接部と前記第２当接部と間
の前記光軸方向での距離よりも前記回動部材における前記第１当接部と前記第２当接部の
間の距離の方が長いことを特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１項に記載のレンズ鏡筒を備えることを特徴とする撮像装置
。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルカメラ等の撮像装置に用いられる沈胴構造を有するレンズ鏡筒に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　レンズ鏡筒を、撮影時には光軸方向に長い使用状態（繰出状態）として所望の光学性能
を確保し、非撮影時には全長を短くしてデジタルカメラ本体に収容される沈胴状態（繰込
状態）として携帯性を高めたデジタルカメラが広く普及している。このようなデジタルカ
メラでは、撮影時の光学性能を確保するために、レンズ鏡筒の傾きやズレ等の姿勢精度を
一定の範囲内に維持する必要がある。そこで、レンズ鏡筒が撮影可能時の繰出状態にある
ときに、レンズ鏡筒を構成する所定の筒部材をばねで光軸方向に付勢することにより、レ
ンズ鏡筒の姿勢精度を維持する技術が提案されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２６６５８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載された技術では、レンズ鏡筒にばね力以上の外力
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が加わると、レンズ鏡筒を保持することができずに、レンズ鏡筒の姿勢精度が低下してし
まうおそれがある。この問題を解決するために、外力に対する耐力を向上させる方法とし
て、ばね力を高める方法が考えられる。しかし、上記特許文献１に記載された構造では、
ばね力を高めると、これと同時に、レンズ等の光学部品を移動するための駆動力も高めな
ければならないという問題がある。
【０００５】
　本発明は、沈胴構造を有するレンズ鏡筒において、光学部品の駆動力を高めることなく
、レンズ鏡筒の姿勢精度を確保することができる技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係るレンズ鏡筒は、固定筒と、前記固定筒に対して回転可能に支持されたカム
環と、前記カム環の回転により前記固定筒に設けられた案内部に案内されて光軸方向に進
退可能な直進筒と、を備え、前記直進筒が前記光軸方向で進退することによって撮影可能
状態と非撮影状態との間で遷移可能に構成されたレンズ鏡筒であって、片端近傍を前記カ
ム環に回動可能に支持され、前記カム環の回転に応じて光軸とのなす角度が変化する回動
部材と、前記カム環が前記回動部材を支持する部位に設けられ、前記レンズ鏡筒が前記撮
影可能状態にあるときに、前記回動部材を回動させる力を与える第１付勢手段と、を有し
、前記撮影可能状態では、前記直進筒と前記回動部材とが第１当接部で当接すると共に前
記カム環と前記回動部材とが第２当接部で当接し、前記第１当接部と前記第２当接部の間
の前記光軸方向の距離よりも前記回動部材における前記第１当接部と前記第２当接部の間
の距離の方が長いことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、沈胴構造を有するレンズ鏡筒において、第１付勢部材により回動部材
に作用する回転力を増幅させて直進筒を保持することができる。即ち、光学部品の駆動力
を高めることなく、レンズ鏡筒の傾きやズレ等の姿勢精度を確保することができ、ひいて
は、レンズ鏡筒の光学性能を高い状態で維持することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の第１実施形態に係るレンズ鏡筒の撮影可能状態（繰出状態）の構造を示
す概略断面図である。
【図２】図１のレンズ鏡筒を被写体側から見た正面図である。
【図３】図１のレンズ鏡筒における直進筒の沈胴動作を示す概略断面図である。
【図４】図３（ａ）に示すジョイント部の近傍拡大図と矢視Ａ－Ａ断面図である。
【図５】図１のレンズ鏡筒におけるカム環の動作を説明するためにカム環と直進筒を筒内
側から見た展開図である。
【図６】図１のレンズ鏡筒が撮影可能状態にあるときにロックリンクに働く力を説明する
図である。
【図７】図１のレンズ鏡筒を撮影可能状態から非撮影状態へ移行させる処理の流れを示す
フローチャート及び非撮影状態から撮影可能状態へ移行させる処理の流れを示すフローチ
ャートである。
【図８】図１のレンズ鏡筒の撮影可能状態及び非撮影状態のそれぞれにおける像面側から
の概略配置図である。
【図９】第２実施形態に係るレンズ鏡筒の概略断面図である。
【図１０】第２実施形態に係るレンズ鏡筒におけるカム環の動作を説明するためにカム環
と直進筒を筒内側から見た展開図である。
【図１１】第２実施形態に係るレンズ鏡筒が撮影可能状態にあるときのロックリンク、ジ
ョイント部および当接面の接触状態を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
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　以下、本発明の実施形態について、添付図面を参照して詳細に説明する。ここでは、本
発明に係るレンズ鏡筒の特徴的構成となる機構であるレンズを進退させる機構を中心に説
明することとする。
【００１０】
　＜第１実施形態＞
　図１は、本発明の第１実施形態に係るレンズ鏡筒１０の撮影可能状態（繰出状態）の構
造を示す概略断面図である。図２は、レンズ鏡筒１０を被写体側から見た正面図である。
【００１１】
　図１に示すように、レンズ鏡筒１０は、固定筒１、カム環２、直進筒３、レンズ枠４及
びレンズ群５を備える。ここで、レンズ鏡筒１０は、レンズ群５以外にも不図示のレンズ
群を備える。また、図１では、レンズ群５を１枚のレンズで描いているが、レンズ群５は
、実際には複数のレンズが組み合わされて構成されている。レンズ群５は、例えば、ズー
ムレンズであり、図１（ａ）には、レンズ群５を被写体側へ繰り出した状態とすることで
、画角が広角側に設定された状態が示されている。また、図１（ｂ）には、レンズ群５を
像面側に繰り込んだ状態とすることで、画角が望遠側に設定された状態が示されている。
【００１２】
　固定筒１は、不図示のカメラ本体に固定される。カム環２は、略円筒形状を有しており
、光軸を回転中心として回転可能な状態で固定筒１に支持（係合）されている。カム環２
は、不図示のモータ等により駆動力を受けることで回転する。直進筒３は、略円筒形状を
有しており、カム環２の回転に伴って光軸方向に進退可能な状態でカム環２に係合されて
いる。なお、直進筒３の進退に関しては後述する。
【００１３】
　直進筒３には、レンズ枠４を光軸方向で案内するための第１メインバー６ａとサブバー
６ｃを有する。第１メインバー６ａとサブバー６ｃはそれぞれ、光軸と平行な方向に延出
し、各両端は直進筒３に保持されている。固定筒１は、直進筒３を光軸方向で案内するた
めの第２メインバー６ｂを有する。第２メインバー６ｂは、円柱形状を有し、光軸と平行
な方向に延出し、後述の嵌合穴部９ｂと嵌合する。第２メインバー６ｂの両端は固定筒１
に保持されている。なお、第２メインバー６ｂ、第１メインバー６ａ及びサブバー６ｃは
それぞれ、ステンレス等で構成することができる。
【００１４】
　レンズ群５を保持するレンズ枠４は、レンズ群５の光軸方向における位置を調整するこ
とで、光線（被写体からの反射光）の結像状態を変えることができる。レンズ枠４は、略
円筒穴形状の嵌合穴部９ａ，９ｂを有し、嵌合穴部９ａには第１メインバー６ａが摺動自
在に挿通されており、嵌合穴部９ｂには第２メインバー６ｂが摺動自在に挿通されている
。ここで、嵌合穴部９ａ，９ｂはそれぞれ、第１メインバー６ａ，第２メインバー６ｂに
対して若干のガタを有しており、そのため、レンズ枠４は光軸に対してこのガタの分だけ
倒れが発生し得る。但し、嵌合穴部９ａ，９ｂは距離Ｌだけ離れて設けられているため、
距離Ｌが長くなると、レンズ枠４は光軸に対して倒れ難くなる。
【００１５】
　レンズ枠４の倒れは、第１メインバー６ａと第２メインバー６ｂとの相対位置が変化す
ることによっても生じ得る。そのため、レンズ枠４の倒れを低減するためには、第１メイ
ンバー６ａと第２メインバー６ｂとの相対位置が変化しないように、保持することが重要
である。そこで、レンズ枠４には、サブバー６ｃが挿通される嵌合穴部９ｃが設けられて
いる。図２に示すように、嵌合穴部９ｃは正面から見たときにＵ字形状を有しており、サ
ブバー６ｃと嵌合穴部９ｃとは、嵌合穴部９ａ，９ｂを結ぶ軸方向での倒れを抑制する方
向に嵌合している。
【００１６】
　レンズ鏡筒１０では、固定筒１にモータ８が固定されており、送りねじ７がモータ８の
出力軸に取り付けられている。また、送りねじ７と螺合するラック４１がレンズ枠４に取
り付けられている。よって、モータ８を駆動して送りねじ７を回転させることにより、ラ
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ック４１の位置を光軸方向において移動させることができ、ラック４１の位置の移動に伴
ってレンズ枠４の光軸方向での位置が移動する。つまり、モータ８の駆動によって、レン
ズ群５を光軸方向の所望の位置へ移動させることができる。
【００１７】
　なお、モータ８としてステッピングモータを用いた場合、駆動に用いられるパルス数を
カウントすることにより、レンズ枠４の移動量を正確に、且つ、簡単に把握することがで
きる。また、図１に示すようにレンズ枠４に遮光壁４５を設け、固定筒１に位置検出セン
サ１５を設けることにより、固定筒１に対するレンズ枠４の絶対位置を把握することがで
きる。
【００１８】
　図３は、レンズ鏡筒１０における直進筒３の沈胴動作を示す概略断面図であり、図３（
ａ）は撮影可能状態（操出状態）を示しており、図３（ｂ）は非撮影状態（沈胴状態（繰
込状態））を示している。固定筒１は、カム環２が光軸方向で抜けてしまうことを防止す
るためのバヨネット部１６を有する。固定筒１におけるバヨネット部１６近傍のカム環２
が入り込む空間には、金属板を湾曲させて構成されたスラストばね１７（第３付勢手段）
が配置されている。スラストばね１７は、カム環２を光軸方向の像面側に押し付ける。こ
れにより、カム環２は、固定筒１に対して光軸方向において位置決めされる。また、スラ
ストばね１７により、固定筒１とカム環２との、光軸に直交する当接面１３に付勢力が発
生し、摩擦力へ変換される。この摩擦力により、カム環２が外力により回転してしまうこ
とが抑制される。
【００１９】
　直進筒３には直進キー３２が設けられており、直進キー３２が固定筒１に設けられた案
内部としての直進ガイド１１と係合することで、直進筒３は固定筒１に対して光軸方向に
進退可能となっている。また、直進筒３にはカムフォロア３１が設けられており、カムフ
ォロア３１がカム環２に設けられたカム溝２１と係合することで、カム環２の回転位置に
対する直進筒３の光軸方向の位置が決定される。カム環２を回転させてカムフォロア３１
の光軸方向位置を被写体側へ進めると、直進筒３が最も被写体側へ近寄った図３（ａ）の
撮影可能状態となる。また、カム環２を回転させてカムフォロア３１の光軸方向位置を像
面側に後退させると、直進筒３が最も像面側へ近寄った図３（ｂ）の非撮影状態となる。
【００２０】
　直進ガイド１１の被写体側の端部には、光軸と直交し、直進筒３と当接する当接面１２
が設けられている。直進筒３が最も被写体側に繰り出した状態（図３（ａ））において、
直進筒３は当接面１２に当接することで、固定筒１に対して保持された状態となる。レン
ズ鏡筒１０は、略棒形状のロックリンク２７を有している。ロックリンク２７は、片端近
傍を中心として回動可能に支持される回動部材である。図３（ａ）の撮影可能状態では、
ロックリンク２７は、直進筒３の像面側の端面である当接面３３を介して直進筒３を被写
体側へ押圧することで、直進筒３を固定し、保持する。なお、ロックリンク２７の詳細に
ついては後述するが、カム環２には球状の先端部を有するジョイント部２２が設けられて
おり、ロックリンク２７の片端がジョイント部２２に回転自在に取り付けられている。
【００２１】
　図４（ａ）は、図３（ａ）のジョイント部２２の近傍拡大図であり、図４（ｂ）は、図
４（ａ）中に示す矢視Ａ－Ａ断面図である。ロックリンク２７は、ジョイント部２２に嵌
合しており、ロックリンク２７の回動中心となる側の先端部とカム環２との間には、ロッ
クリンク２７をカム環２の径方向に付勢するばね２７ａが配置されている。ばね２７ａは
、ロックリンク２７の回動中心を支点として、ロックリンク２７の回動中心から遠い方の
端部を常にカム環２の内側円筒面に沿わせる。このような状態が維持できる限りにおいて
、ばね２７ａの付勢力は弱くても構わない。
【００２２】
　ジョイント部２２の軸にはトーションばね２７ｂ（第２付勢手段）が巻き付けられてお
り、トーションばね２７ｂは、ロックリンク２７とカム環２との間にロックリンク２７を
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回動方向に付勢する力を発生させ、ロックリンク２７を常に光軸と平行な方向に押し付け
る。トーションばね２７ｂの付勢力は、ロックリンク２７を押し付けることが目的である
ため、微弱であっても構わない。
【００２３】
　図４（ｂ）に示すように、ジョイント部２２の球状部には一部に切り欠き部が形成され
ており、この切り欠き部にロック保持ばね２７ｃ（第１付勢手段）が配置されている。非
撮影状態では、ロック保持ばね２７ｃは殆ど力を発生していない。撮影可能状態では、ジ
ョイント部２２とロックリンク２７との間が押し付けられることで、ロック保持ばね２７
ｃは、ロックリンク２７とジョイント部２２の間で付勢力を発生する。
【００２４】
　次に、直進筒３の沈胴動作について、図３、図５及び図６を参照して説明する。図５は
、カム環２の動作を説明するためにカム環２と直進筒３を筒内側から見た展開図である。
カム環２は回転すると紙面の上下方向に移動し、直進筒３が光軸方向に進退すると紙面の
左右方向に移動するものとする。図５（ａ）は、撮影可能状態を示しており、図３（ａ）
の断面図に相当する。図５（ｂ）は、直進筒３が固定保持されない状態での繰り出し途中
の状態を示している。図５（ｃ）は、非撮影状態を示しており、図３（ｂ）の断面図に相
当する。
【００２５】
　先ず、撮影可能状態での各部の機能と作用について説明する。図５（ａ）において、カ
ム環２は所定の回転位置で静止している。カム環２はスラストばね１７により光軸方向の
像面側に付勢されているため、固定筒１に対する当接面１３において摩擦力Ｆｕが発生し
、カム環２が回転しないように保持されている。ロック保持ばね２７ｃは、静止したカム
環２のジョイント部２２から紙面下方向の力Ｆｓ（図６参照）を受けて撓められ、ロック
リンク２７を紙面下方向へ押し付けている。一方、ロックリンク２７において回動中心か
ら遠い方の端部は、直進筒３に対して当接面３３で当接している。また、ロックリンク２
７の回動方向は、直進筒３に設けられた回動規制壁３４により回動が規制されている。さ
らに、直進筒３は、直進ガイド１１の当接面１２によって固定筒１に押し付けられている
。そのため、ロックリンク２７には、回動規制壁３４により回動が規制された状態で、ロ
ック保持ばね２７ｃが発生している力Ｆｓによって光軸と平行となるように回動しようと
する力が働き、同時に、ロックリンク２７は光軸方向に長さが長くなろうとする。
【００２６】
　図６は、レンズ鏡筒１０が撮影可能状態にあるときにロックリンク２７に働く力を説明
する図である。当接点１０１は、直進筒３の当接面３３とロックリンク２７とが当接する
点（第１当接部）である。当接点１０２は、ジョイント部２２の外周面とロックリンク２
７とが当接する点（第２当接部）である。当接点１０３は、回動規制壁３４上のロックリ
ンク２７と当接する点である。なお、これらの当接点１０１～１０３は、点接触に限定さ
れず、線接触或いは面接触等の接触状態でもあっても構わない。
【００２７】
　当接面３３上の当接点１０１とジョイント部２２上の当接点１０２との光軸方向の長さ
をＬｗとし、ロックリンク２７上の当接点１０１と当接点１０２との距離をＬｒとする。
撮影可能状態において、“Ｌｒ＞Ｌｗ”の関係が成り立つように設計することにより、ロ
ックリンク２７は、当接点１０３において回転を規制される。その結果、ロックリンク２
７は光軸方向と平行になるまで回動することはなく、必ず、所定の角度θという傾きを持
って力がつり合っていることとなる。
【００２８】
　ロックリンク２７の回転中心近傍に作用する力Ｆｓは、図６に丸（○）と三角（△）で
記した力に分配される。ロックリンク２７の回動中心から遠い側でも、同様の力の分配が
行われる。つまり、丸（○）で記した力が直進筒３を押し付ける力Ｆｒ相当となる。式で
表すと、“Ｆｒ＝Ｆｓ／ｔａｎ（θ）”という関係となる。例えばθ＝５°の場合には、
“Ｆｒ＝１１．４×Ｆｓ”となり、Ｆｒの大きさはＦｓの大きさの１０倍以上に増幅され
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ることになる。このようにカム環２の回転方向には小さな力を発生させることで、直進筒
３を高い力で安定して保持することが可能になる。
【００２９】
　ロック保持ばね２７ｃによる力Ｆｓの大きさは、その反力によりカム環２が回転しまう
ことを防止するために、摩擦力Ｆｕの大きさよりも小さく設定する必要がある。一方で、
カム環２を回転させるためには、力Ｆｓと摩擦力Ｆｕを合わせた力よりも大きな力が必要
となる。ここで、力Ｆｓを小さくした場合でも、ロックリンク２７を介して力Ｆｓは増幅
されるため、直進筒３を十分大きな力で保持することが可能である。その結果として、カ
ム環２の駆動力を大きくすることなく、直進筒３を安定して保持することが可能となる。
【００３０】
　次に、レンズ鏡筒１０を撮影可能状態から非撮影状態へ移行させる処理について、図５
及び図７（ａ）を参照して説明する。図７（ａ）は、レンズ鏡筒１０を撮影可能状態から
非撮影状態へ移行させる処理の流れを示すフローチャートである。図７（ａ）の各ステッ
プの動作制御は、レンズ鏡筒１０が取り付けられる不図示の撮像装置本体の制御部が直接
に、又は、撮像装置本体の制御部からの指令を受けたレンズ鏡筒１０内の制御部が、レン
ズ鏡筒１０の各種駆動要素の動作を制御することにより行われる。
【００３１】
　ステップＳ７０１において、モータ８を駆動することによりレンズ枠４を退避させる。
これは、レンズ鏡筒１０が撮影可能状態から非撮影状態へ移行する際には、直進筒３との
干渉を避けるために、レンズ位置を最も像面側に下げた状態にする必要があるからである
。ここで、図１を参照して説明した通り、モータ８を駆動して送りねじ７を回転させるこ
とにより、レンズ枠４に取り付けられたラック４１の位置を光軸方向で移動させることが
でき、ラック４１の移動に伴ってレンズ枠４も移動する。レンズ枠４の光軸方向での可動
範囲は、第２メインバー６ｂ、第１メインバー６ａ及びサブバー６ｃにより制限されてお
り、ステップＳ７０１により、レンズ枠４は図１（ｂ）又は図３（ａ），（ｂ）に示した
位置へ移動する。
【００３２】
　ステップＳ７０２では、カム環２の繰込方向（直進筒３を被写体側から像面側へ移動さ
せる方向）への回転を開始する。これにより、カム環２は、図５（ａ）の紙面上では上方
向に移動を開始することになる。カム環２が繰込方向へ回転を始めると、ステップＳ７０
３において、カム環２の回転に応じてロック保持ばね２７ｃを付勢している力が解除され
る。これにより、ロックリンク２７は回動方向に自由となり、ばね２７ａとトーションば
ね２７ｂにより片寄せされながら動作する。その結果、図５（ｂ）のように、ロックリン
ク２７の回動中心から遠い方の先端は、直進筒３の壁面に沿って動く。しかし、このとき
、まだ、直進筒３は光軸方向へ移動していない。
【００３３】
　続くステップＳ７０４では、直進筒３が沈胴を開始する。つまり、図５（ｂ）において
カム環２がさらに紙面上方に移動することで、カムフォロア３１がカム溝２１に沿うよう
に光軸方向の移動を開始する。その後、ステップＳ７０５において、直進筒３の光軸方向
の移動が完了する。更に、ステップＳ７０６において、カム環２の回転が停止する。こう
して、レンズ鏡筒１０の撮影可能状態から非撮影状態への移行が完了する。
【００３４】
　続いて、レンズ鏡筒１０を非撮影状態から撮影可能状態へ移行させる処理について、図
５及び図７（ｂ）を参照して説明する。図７（ｂ）は、レンズ鏡筒１０を非撮影状態から
撮影可能状態へ移行させる処理の流れを示すフローチャートである。
【００３５】
　ステップＳ７１１において、カム環２の繰出方向（直進筒３を像面側から被写体側へ移
動させる方向）への回転を開始する。これにより、ステップＳ７１２において、直進筒３
の繰り出しが開始され、図５（ｃ）から図５（ｂ）の状態になるまで直進筒３の繰り出し
が継続する。そして、図５（ｂ）の状態に至るステップＳ７１３において、直進筒３の繰
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り出しは完了するが、その後もカム環２の回転は継続しており、ステップＳ７１４におい
てロック保持ばね２７ｃが作用する。その後、ステップＳ７１５において、ロック保持ば
ね２７ｃが作用した状態で、カム環２の回転が停止する。これにより、ロック保持ばね２
７ｃによる付勢力が発生して直進筒３の保持が完了し、撮影可能状態となる。
【００３６】
　図８（ａ）は、レンズ鏡筒１０の撮影可能状態における像面側からの概略配置図であり
、図８（ｂ）は、レンズ鏡筒１０の非撮影状態における像面側からの概略配置図である。
図８（ａ）に示すように、撮影可能状態では、ロックリンク２７を光軸と直交する面内へ
投影すると、ロックリンク２７は、光軸方向に略平行となってカム環２の内周面に沿うよ
うに光軸から離れた位置に配置される。こうして、撮影可能状態では、ロックリンク２７
がレンズ鏡筒１０の内径側の光路（レンズ群５と重なる位置）へ入り込むことがないため
、撮影に支障は生じない。これに対して、図８（ｂ）に示すように、非撮影状態では、ロ
ックリンク２７は、カム環２の周方向に長くなってロックリンク２７の中央部が光軸に近
付いて、レンズ鏡筒１０の内径側の光路へ入り込んで配置される。しかし、非撮影状態で
は撮影が行われることはないため、ロックリンク２７がレンズ鏡筒１０の光路へ進入して
も問題はない。
【００３７】
　以上の説明の通り、本実施形態では、カム環２の回転力をロックリンク２７により増幅
した力で直進筒３を保持することができ、これにより、カム環２の駆動力を高めることな
く、大きな力で直進筒３を保持することができる。その結果、外力に対して耐力を向上さ
せ、レンズ鏡筒１０の傾きやズレ等の姿勢精度を一定の精度に確保することができ、光学
性能を高い状態に維持することができる。
【００３８】
　＜第２実施形態＞
　本発明の第２実施形態について、上述の第１実施形態とは異なる部分について以下に説
明する。よって、第２実施形態において第１実施形態と共通する内容についての説明は割
愛することとする。
【００３９】
　図９は、第２実施形態に係るレンズ鏡筒の概略断面図であり、図３（ａ）に対応する状
態が示されている。図１０は、第２実施形態に係るレンズ鏡筒におけるカム環２の動作を
説明するためにカム環２と直進筒３を筒内側から見た展開図であり、図５に対応する状態
が示されている。
【００４０】
　第２実施形態では、ジョイント部２２は直進筒３に設置され、ロックリンク２７は直進
筒３に対して相対的に回動可能となるようにジョイント部２２に取り付けられる。ばね２
７ａは、直進筒３とロックリンク２７の間を付勢するように設置された突っ張りばねであ
り、ロックリンク２７の回動中心より遠い方の端部をカム環２の内側円筒面に沿わせる。
ジョイント部２２の軸上にはトーションばね２７ｂが巻き付けられており、トーションば
ね２７ｂは、ロックリンク２７と直進筒３との間で回動付勢力を発生し、ロックリンク２
７を常に光軸と平行な方向に押し付けている。
【００４１】
　カム環２の回動規制壁３４にはロック保持ばね２７ｃが設置されており、ロック保持ば
ね２７ｃは、カム環２の回転に伴ってカム環２と一体的に移動する。撮影可能状態では、
ロック保持ばね２７ｃは、ロックリンク２７と接触して力Ｆｓを発生する。その結果、ロ
ックリンク２７には、ジョイント部２２とカム環２が有する当接面３３とに挟まれた領域
内でさらに回動しようとする回転力が発生し、直進筒３を力Ｆｒで保持することができる
。第２実施形態では、ロックリンク２７は、直進筒３に設置されているためにカム溝２１
と同時に回転せず、よって、カム溝２１との位置関係において設計・配置の自由度が高め
られる。
【００４２】
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　図１１は、第２実施形態に係るレンズ鏡筒におけるロックリンク２７、ジョイント部２
２および当接面３３の接触状態を説明する図であり、図６に対応する図である。当接点１
０１は、ジョイント部２２の外周上のロックリンク２７と当接する点である。当接点１０
２は、当接面３３上のロックリンク２７と当接する点である。
【００４３】
　ジョイント部２２上の当接点１０１と当接面３３上の当接点１０２との光軸方向の長さ
をＬｗとし、ロックリンク２７上の当接点１０１と当接点１０２の距離をＬｒとして、撮
影可能状態において、“Ｌｒ＞Ｌｗ”の関係が成り立つようにする。これにより、ロック
リンク２７は、光軸方向と平行になるまで回動することはなく、必ず所定の角度θという
傾きを持って力がつり合っていることとなる。力のつり合いの詳細については、第１実施
形態と同様であるため、説明を割愛する。
【００４４】
　以上の説明の通り、第２実施形態においても、カム環２の回転力をロックリンク２７に
より増幅した力で直進筒３を保持することができ、これにより、カム環２の駆動力を高め
ることなく、大きな力で直進筒３を保持することができる。その結果、外力に対して耐力
を向上させ、鏡筒の傾きやズレの姿勢精度を確保し、光学性能を高い状態に保つことがで
きる。
【００４５】
　＜その他の実施形態＞
　以上、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発
明に含まれる。さらに、上述した各実施形態は本発明の一実施形態を示すものにすぎず、
各実施形態を適宜組み合わせることも可能である。
【符号の説明】
【００４６】
　１　　固定筒
　２　　カム環
　３　　直進筒
　４　　レンズ枠
　１２　　当接面
　１３　　当接面
　１７　　スラストばね
　２７　　ロックリンク
　２７ｂ　　トーションばね
　２７ｃ　　ロック保持ばね
　１０１　　当接点
　１０２　　当接点
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